
第１２章 
テスト実施のモニタリング 

（信頼度曲線）

ソフトウェアテストの教科書―品質を決定づけるテスト工程の
基本と実践 石原 一宏 (著), 田中 英和 (著), 田中 真史 (監修) 



理想的な信頼度曲線
• テストによって発見された不具合

の累積数を表したグラフ 

• 理想的な状態 

‣ 日を追うごとにグラフが緩やか
になる 

‣ 初期段階で多く不具合が発見さ
れる．後期では不具合が減って
いく
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※このような曲線が描かれるのは稀



理想的な信頼度曲線を描くためのポイント
1.テスト実施の序盤はグラフの角度をでき
るだけ大きくする 
•できるだけ多くの不具合を発見する 
•不具合の多そうな箇所からテストを行
う 

2.テスト実施の中盤はグラフの角度をでき
るだけ小さくする 
•できるだけ早く不具合を発見し尽くす 
•修正期間でもあるため，不具合の発見
数と解決数のバランスを保つ 

3.テスト実施の終盤は，グラフを水平に保
つ 
•不具合が発見されないことを確認する
作業が理想 3



現実のソフトウェア
• ソフトウェアにおいて不具合をゼロにすることは困難 

‣ 不具合がゼロであることを証明するのは，よほど小さいソ
フトウェアでなければ不可能 

• 不具合を修正すると，また新たな不具合が作り込まれて
しまう可能性がある
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ソフトェアテストにおいては， 
未修正の不具合が少ない状態でテストを進めることが望ましい



不具合の件数と解決済み件数の差が広がっていく場合

• 不具合の修正よりもテストの実施が
先行している 

• テスト実施の後半でデグレード（修
正に起因する不具合）が多発すると
テストを実施し直す必要がある 

➡ 気づいた時点でテスト計画を見直す
必要がある
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不具合が一度減少して，再度増加する場合

• テスト対象の全体の不具合数が
予測できていない場合に陥りや
すい状況 

‣ 最悪の場合は1度目の不具合修
正時にテストが終了してしまう 

• テスト計画の段階で機能ごとに
発見すべき不具合数をある程度
予測しておく必要がある 

‣ 類似ソフトウェアの不具合情報
などを収集し予測する
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不具合が一定量で増加
• テストケースをただ順番に消化している
だけの場合に陥りがち 

• 不具合の多そうな箇所からテストを実施
しているにも関わらず，このようになる
場合は他にもっと不具合のありそうな箇
所を探す 

‣ テストの実施順番を確認する 

• デグレードが原因の場合もある 

‣ 修正確認テストで確認する範囲を広げ
る 

‣ 安易な修正作業が行われていないか確
認する
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